
第３期 県央県南広域環境組合地球温暖化防止実行計画　点検・評価

　本組合は、事務及び事業活動に伴い排出される温室効果ガスの発生を抑制するため、「第３期県央県南広域環境組
合地球温暖化防止実行計画（以下「実行計画」という。）」を策定し地球温暖化対策に取り組んでいます。
　実行計画第５章３.に基づき点検を実施し、令和２年度（基準年度）と令和３年度の温室効果ガス（ＣＯ₂）排出量の点
検・評価を公表します。

１.　結果

２.　点検
(1) 各施設温室効果ガス（ＣＯ₂）排出量
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*　四捨五入等により合計値が合わない場合があります。

　
(2) 要因別温室効果ガス（ＣＯ₂）排出量

単位

㎘
㎘
㎘
㎘
ｔ
ｔ

千kWh

t

*　四捨五入等により合計値が合わない場合があります。

３.　評価
・ 　新施設建設に伴う事務連絡等により、公用車の使用が増加したことにより燃料使用

量が増加しました。
・ 　資材等の荷役作業車及び仮設電源等の使用が大幅に減少しました。
・ 　例年並みに推移しております。
・ 　ガスエンジン改良工事に伴う試運転に使用したことにより増加しました。
・ 　ガスエンジン発電設備が稼働したことにより、買電が削減されました。

・ 　焼却時に二酸化炭素を大量に排出する、廃プラスチック類のごみ４４㌧削減できました。

４.　今後の組合の取り組み

 地球温暖化対策の中で一番大きな課題が二酸化炭素（CO2）の排出量の削減といわれております。

　当組合では、第３期地球温暖化防止実行計画を作成し、温室効果ガス排出量の削減目標を年平均１％（５年間で
５％）としています。目標達成のため、構成市と連携し廃棄物の減量化や分別等の３Ｒ等に取組み「未来に美しい地
球を残す。」ことを念頭に置き、職員一人ひとりが省エネルギーを徹底し、温室効果ガス（CO2）削減に取り組みます。
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液化天然ガス（ＬＮＧ）

　温室効果ガス（ＣＯ₂）排出量を基準年度と比較し、組合全体で０．７％削減できました。
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 二酸化炭素の排出量を削減するには化石燃料の消費を減らす必要があります。

　年々深刻さを増す環境問題。
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